
 
 

令和４年度 事業報告書 
  令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで 

 
ＮＰＯ法人 ＮＥＸＴＥＰ 

１ 事業の成果 
【小児在宅支援】 
 これまで、小児専門の在宅支援として、「訪問看護」「ヘルパー」「福祉有償運送」「相談

支援」「障害児通所支援事業」を継続実施し、多職種、複合サービスによる在宅支援の体制

で子どもたちを支えてきたことが当法人の特長であるが、大きな節目として令和4年6月、

合志市に「穂っぷ こども在宅＆心身クリニック」を開設した。 
 「穂っぷ こども在宅＆心身クリニック」は、小児科医である理事長を院長とし、こども

の在宅医療や心身の発達をサポートする外来機能のほか、福祉制度を用いた「医療型短期

入所 穂っぷ」を併設。こどもたち、家族が抱える様々な困りごとを社会課題として捉え、

多角的な支援につなげていく拠点として稼働している。 
また、令和 4 年 2 月に開設した「障害児通所支援事業所まりまり（児童発達支援・放課

後等デイサービス／菊陽町）」については令和 5 年 3 月末日を以って NEXTEP での運営を

終了した。提供していたサービスは、「まりまり」の運営を担っていた者を含む元 NEXTEP
職員らで立ち上げられた「一般社団法人 2MORO」にて引き続き運営。利用家族にはヒア

リングをもとに利用継続等の調整を実施。問題なく事業が引き継がれている。 
 
引き続き熊本県の委託を受け実施している「小児訪問看護研修会」「多職種研修会」は、

オンライン配信を取り入れてそれぞれ開催した。特に令和 5 年 3 月に実施した「多職種連

携セミナー」では、コロナ禍の諸制限が緩和されていたため、ガイドラインの範囲内で対

面を含んだハイブリッド形式で実施。現場では、演者同士、参加者同士、そして演者と参

加者のコミュニケーションがリアルタイムで生まれ、参加したそのままの熱量のもと、新

しいつながりや取り組みのきっかけになるような会となった。 
 「訪問看護ステーション向けの相談窓口」「小児慢性特定疾病児童等自立支援相談事業」

についても引き続き展開しており、家族の困りごとを解決する糸口として継続的に機能し

ている。 
 
【不登校児サポート事業フィールド】 

本年度は感染対策を講じつつ、例年通りの活動を行うことができた。ただし、半年に一

度実施していた一泊二日のキャンプ活動は引き続き中止。スタッフとして学生部門・ドリ

カムキッズからの参加も定期的にあり、農作業やレクリエーションプログラムといった屋

外活動を、年間通して安定して提供することができた。 
 

 また、ホームページを通した問い合わせも 12 件あり、実際に 4 件は参加に繋がった。問

い合わせのあった方には継続して案内を送付しており、参加のきっかけが途切れない対応

を行った。 
  
 
 
 



 
 

【就労サポート事業】 
 令和 4 年 11 月で久遠チョコレート熊本店が 5 周年を迎えることができた。利用客をはじ

めとし、継続できたことは様々な方面からの応援・支援あってのことであり、引き続き若

者の就労サポートの始点として継続に努めていく。 
 「就労継続支援 A 型事業所ちょこから」では、日本財団の助成金を得て、全国的にも珍

しい「国産コーヒー」の生育を開始。苗つけに至るまでには、南阿蘇でコーヒー栽培を行

う先駆者を訪ねたり、招いての勉強会を開催したり、栽培用ハウスを設置した。 
 
 また、令和 5 年 2 月には休眠預金活用事業から得た助成金を活用し、「シェアハウス ラ
イト」を開設した。これは、「家族を頼ることができない」「高卒就労や福祉就労で収入が

限られる」などの理由で一般的な賃貸住宅の利用が厳しい若者に対し、安価に居住を提供

することで自立を促す暮らしの拠点を提供するもの。入居者ごとに 1～3 年の期間を決め、

免許の取得や引っ越し資金の貯蓄など、自立に向けた目標を持って暮らす場所となる。引

き続き、「働く」だけでなく、生活拠点のサポート体制を構築することで、若者たちの心身

ともにより安定した暮らしづくりを目指し、事業を継続していく。 
 
 あわせて、同助成金を活用した地域の支援ネットワークづくりをスタート。年齢や職種、

経験等によらない「若者を応援したい」想いを持った個人を募り、11 月より月に一度程度

集っている。集まりは、以前フィールド活動に参加していた「子ども」が「若者」になっ

て参加したり、「（若者の困りごとに）関心はあるけれど行動の仕方がわからなかった」と

いう個人の方が参加したりと、多様な参加者で構成されている。 
 
 
【異業種交流会・講演会 フォーラム】 
 ※就労サポート事業のうち、「休眠預金活用事業」助成金を活用した活動に含む 

 
 
 
２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

定款の 
事業名 事業内容 実施 

日時 
実施 
場所 

従事

者の

人数 

受益対象者 
の範囲及び 

人数 

支出額 
(千円) 

不登校児サポート事業 

農作業体験 年回 合志市 10人 

合志市近郊の不登校

児とその家族 2〜3組 
一般参加者 

5〜10 名／1 回 63 

勉強会・講演会 年回 合志市 10人 
合志市近郊 

0人 

就労サポート事業 
久遠チョコレート

熊本 
毎日 熊本市 10人 

熊本市近郊 

1日 1～2人 
38,756 



 
 

  

介護保険法、健康保険法に基

づいた訪問看護事業 
訪問看護事業 毎日 熊本県 7人 

合志市近郊 
１日 15人 

61,337 

障害者の日常生活及び社会

生活を総合的に支援するた

めの法律に基づく障害福祉

サービス提供事業および地

域生活支援事業 

就労支援 A型事業 

ちょこから 毎日 合志市 7人 
合志市近郊 

1日 5人 
31,332 

居宅介護事業 毎日 熊本県 6人 
合志市近郊 
1日 15人 21,666 

障害者の日常生活及び社会

生活を総合的に支援するた

めの法律、児童福祉法に基づ

く相談支援事業 

相談支援事業 毎日 熊本県 4人 
合志市近郊 
1月 8人 

108 

児童福祉法に基づく障害児

通所支援事業 

ボンボン（児童発達支

援事業・放課後等デイサ

ービス・居宅訪問型児童

発達支援） 

毎日 熊本県 10人 
合志市近郊 

１日 5人 
32,422 

シュシュ（児童発達支

援事業・放課後等デイサ

ービス） 
毎日 熊本県 8人 

熊本市近郊 

1日 5人 
29,878 

 
まりまり（児童発達支

援事業・放課後等デイサ

ービス） 
毎日 熊本県 6人 

菊陽町近郊 

1 日 5 人 
19,309 

医療法に基づく事業所内で

の診療所の経営事業収益 

穂っぷ こども在宅

＆心身クリニック 
（障がい者総合支援法に

基づく短期入所事業を併

せて実施） 

毎日 熊本県 25人 1日 15～20人 118,970 

道路運送法に基づく福祉有

償運送サービス事業 
福祉有償運送事業 毎日 熊本県 6人 

合志市近郊 
１月 9人 0 

異業種交流会・講演会事業 講演会・勉強会         

その他目的を達成するため

に必要な事業 
なし   0人  0 

 
就労サポート事業での助成事業に含む 


